(別添様式１- １)
平成24年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　項：大学費　目：情報科学芸術大学院大学費
	事業名:　校内セキュリティ機器継続費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　商工労働部　情報科学芸術大学院大学　総務課　電話番号：0584-75-6600
　　　　　　　　　　　E-mail：c21905@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：3,830千円（前年度予算額：634千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　ネットワークセキュリティ事故は、授業・学生生活・研究活動等の広範囲にわたり支障をきたす。不正アクセスを防止し、学内外に安全で安心できる環境を提供することは、ＩＴに係る最新・最高レベルの教育機関たることを目指す本学にとって、最低限実現せねばならない極めて重要な事項である。

　上記目的のため、平成１８年度及び平成１９年度に５年間のリース契約により導入したセキュリティ機器について、契約の満了に伴い再リースにより継続利用する。
	２　所要経費


○総事業費　11,487千円

（１）不正侵入検知システム（契約期間：平成23年8月1日～平成26年7月31日）
      　賃借料
4,989,600円（月額138,600×36ヶ月）
（２）IP衝突防止/不正PC遮断システム及びP2Pアプリケーション検知システム（契約期間：平成24年8月1日～平成26年7月31日）
        賃借料
6,497,400円（月額270,725×24ヶ月）
○平成24年度要求額　3,830千円
（１）不正侵入検知システム
　　　　期間

平成24年4月1日～平成25年3月31日（12ヶ月）
　　　　賃借料
1,664千円（138,600円×12ヶ月）
（２）IP衝突防止/不正PC遮断システム及びP2Pアプリケーション検知システム
　　　　期間

平成24年8月1日～平成25年3月31日（8ヶ月）
　　　賃借料
2,166千円（270,725円×8ヶ月）
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅲ 誰もが活躍できるふるさと岐阜県づくり
１ 若者が力を発揮できる地域をつくる
・地域の企業ニーズに応じた地域主導型の産業人材の育成・確保に取り組む
	２　これまでの取組状況


・平成17年８月に、学生が運用するサーバに学外から侵入、本学教員が発見。
・平成17年８月に、個人が運用するHPが改ざんされ、岐阜県警により発覚。
・平成18年度、不正侵入検知システムを平成23年7月まで5年間の賃貸借契約。
・平成19年度、IP衝突防止/不正PC遮断システム及びP2Pアプリケーション検知システムを平成24年7月まで5年間の賃貸借契約。
・平成23年度、不正侵入検知システムの賃貸借を平成26年7月まで3年間延長。
・平成24年度、IP衝突防止/不正PC遮断システムを平成26年7月まで2年間延長予定。
	３　これまでの取組に対する評価


・機器導入後は、セキュリティ事故は発生しておらず、有効性が認められる
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
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